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ふかく考える子 あたたかみのある子 がんばりのきく子
12月の目標：交通ルールを守って生活しよう

家族の一員として
いよいよ年末年始の休みとなります。大人も子どもたちも生活リ

ズムが普段とは異なってきます。そのような中、子どもたちには大

掃除の手伝いなども大切な経験となります。いろいろな場面で家族

の一員という自覚がもてるような、毎日しなければならない役割を

与えていただければと思います。生活の中で生かされる「知恵」と

いうものは、学校生活の中ではなかなか経験しづらいものです。よ

ろしくお願いします。

子どもたちを応援する・・・
ネット社会の流行り廃りは想像以上に早く、今大人

が使っているアプリの中には、子どもたちにとっては

古く感じているものもあるようです。実際、タブレッ

トのアプリの使い方は、子どもたちに聞くことがあり

ます。子どもたちが私の先生です。分からないことを

聞いたら大抵のことは教えてくれます。SNSやゲーム

など、何を聞いてもとても詳しく教えてくれます。

ところで、SNSには年齢制限があります。今あるSNSの主なものは13歳未満ではアカウン

トを作れません。有名な動画共有サービスにも利用に制限があります。流行りのChatGPT

も同じです。使わせているのは保護者だという認識が必要です。子どもが勝手に使って何

か問題を起こした場合は、当然大人の責任です。

学校においても、情報活用能力を、「学習の基盤となる資質・能力」と位置付けていま

す。小学校段階からプログラミングを取り入れ、高校では全ての生徒が必ず履修する科目

「情報Ⅰ」が新設されています。2025共通テスト「情報Ⅰ」の実施も目前です。また、経

済産業省の調査では、2030年にAI人材が12万人以上不足すると予測されています。ICTは

もちろんのこと、AIやデータを使いこなして新しい価値を生み出す人材が求められている

ことは明白です。

月日の経つのは早いもので、小学校にタブレットが配布されて４年目となります。ICT

の基本的な操作や情報の収集・整理・発信、プログラミング、情報モラルなど、学校卒業

までに身に付けておきたいことが数多くあります。学習に欠かせない情報端末として、本

当に活用できているかどうか確認し、できていないのならば改善しないと、今後の子ども

たちの未来に関わります。

今までのやり方を変えたり、新しいことを取り入れたりするにはエネルギーが必要です。

今まで続けてきたことを止めたり変更したりするのも同様です。一番楽なのは、今までど

おりのやり方を続けることです。今までどおりだと、失敗のリスクは最小限で済みますし、

変更するエネルギーもかかりません。新しいことを行って、失敗の責任を追及されること

もないでしょう。だからこそ、今子どもたちに必要なことは何かを見極め、自分たちの通

ってきた道以外の新しい道を示し、応援する大人になりたいものです。



懇談会、ありがとうございました
12月18日（月）から21日（木）まで懇談会を行いました。ご多用

の中を、ありがとうございました。

学習の到達度、授業中の様子、提出物、係活動、友達関係、冬休

みにがんばってほしいことなどから、いくつかを精選してお話をさ

せていただきました。ただし、限られた時間の中では、十分な話が

できなかったかもしれません。何かありましたら、担任、学年主任

までご連絡ください。よろしくお願いします。

子どもたちのお年玉
子どもたちにとって、正月の楽しみの一つにお年玉があります。20

22年の学研教育総合研究所の調査では、小学生が日頃もらえるお小遣

いの全学年平均は月430円。学年別では、６年生が最も多く月720円。

全体のおよそ60％が毎月、決まった小遣いを設定せず、必要なものや

欲しいものがあれば親と都度相談という家庭が多いようです。毎月決

まったお小遣いがない、もらっても月に数百円程度というのが日常の

小学生ですから、お年玉のインパクトは大きいです。自由にできる金

額の数十倍にもなるお年玉ですから、子どもが舞い上がってしまうのもうなづけます。と

なると、親としては、やはりお年玉を管理すべきなのでしょうか。実際には、「一部使わ

せてあとは貯金」という声が多いようです。全額自由に使わせるのはちょっと・・・。だ

けど全部貯金させるのもかわいそうかな、という葛藤が伺えます。

最近の子どもたちはお年玉を何に使うのか、ネットのアンケートでは堂々１位は「貯金」

でした。子ども自ら「貯金しておいて」と言ってくるケースも少なくないそうです。次い

で「おもちゃ」、「ゲーム」、「本」、「アクセサリー・服」、「スポーツ用品」と続きます。

購入金額はいずれも５千円前後が平均です。

貯金はとてもよいことですが、最近の子どもたちは昔の子どもに比べて決まったお小遣

いをもらっていないため、「やりくり」に慣れていないと言われています。そのため最近

は、お年玉はあえて「無駄遣い」をさせた方がいい、という教育論もあります。お年玉の

無駄遣い＝失敗は、多くても数万円レベル。子どもがある程度大きくなり、金額が大きく

なってからの失敗に比べたら小さい失敗ですむことと、無駄遣いした後悔は、お金の使い

方、活用の仕方について考えることを促す絶好の機会になるからだとか。大きなお金を一

気に使わせることに抵抗もあるでしょうが、あえて数万円、もしくは５千円前後について

の使い道のプランを立てさせてみて、子どもの考えで好きに使わせる。お金の性質や大切

さを学ばせるには、お年玉は絶好の機会と言えそうです。

以下は、一部の保護者の話です。

・友達をうらやましがってリップスティックボード（スケートボードの一種）を買った

がすぐに飽きて部屋に転がっている。本人もとても邪魔な様子だが、自分が買ったの

だから仕方ない、今後は本当に必要かを考えてから買うと言っている。

・ママにあげる。使い道を考えあぐねてプレッシャーから逃げるために「全額ママに

あげる」と言い出した娘。「後悔しないのね？」と、念押ししてもらったが、数日後

さっそく後悔。よく考えて渡せばよかったと言っている。

・お小遣い帳をつけさせた。すぐに欲しいものはないというのでお小遣い帳をつけさせ

て、ちょこちょこ使ってはなくなるまで自分で管理させている。

どのケースも、お金はよく考えて使うもの、という勉強になったようです。お年玉の使

い道を子どもにまかせ、無駄遣いもOKという考え方は、一見、えっ？と、思われるかもし

れませんが、実際にやってみると子どものお金に対する意識によい変化が期待できそうで

す。親としても、こんなものが欲しかったのかと子どもの意外な好みに気づかされたりす

るかもしれません。お年玉は、まとまったお金を使わせるには格好の機会です。年に１回、

お金の使い道についてお子さんと一緒に考えてみてはいかがでしょうか。


